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日常診療における顔面神経麻痺について 
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末梢性顔面神経麻痺は、日常診療において耳鼻咽喉科に限らず内科・外科・眼科・歯科等でも

しばしば出くわすが、Bell 麻痺の如く放置していても自然治癒するものもある。しかし Hunt 症

候群のように予後不良で患者の醜貌をきたし後遺症を残し、QOL に大きな影響を与えることもあ

る。第７脳神経である顔面神経は顔面の表情筋、涙の分泌、舌の味覚、鐙骨筋反射等に関係して

いるが、ここでは末梢性顔面神経麻痺として Bell 麻痺＝単純疱疹、Hunt 症候群＝帯状疱疹とい

う Clear cut に説明できない ZSH（Zoster sine herpete）無疱疹帯状疱疹がある点について分か

り易く説明する予定である。 


